







その他のタイトル A Semantic Analysis of Teiru-Sentences :






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国語研究所（1985 : Ⅲ部、２章）や須田（2003 : 3 章）などは様々なタイプの反復事
象を取り上げ、示唆に富んだ分析を提案しているので、他の先行研究より一歩先に進



















ＢＥＣＯＭＥ/ＩＮＣＨ）という問題を検討しており（この問題についてはPinker (1989 : 5











田1988 : 36；工藤1995 : 57－58､ 72-73 ;中村1997 : 75､ 88；金氷2000 : 31－32；副島
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ので（黒田1975 :↓1章、Lyons 1977 : 12章、Lakoff and Ｊｏｈｎｓｏｎ1980: 14 章、西村
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内在的性質などさらに細かい意味的指定がいくっか必要だが（佐藤2005 : 4 章を参照）、それ
によってここでの論旨が変わることはない。
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